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◆奥多摩町くらしとしごとの相談会（無料）◆

　経済的な問題で生活に困っている。働きたいのに長く失業している。働いた経験がない。

家族の引きこもりやニートで悩んでいる。家計のやりくりが苦手。子どもの学習で悩んで

いる。こんな悩みを抱える方のために相談会を行っています。専門スタッフが相談内容に

応じて個別に支援します。

〔日　時〕　毎週火曜日（年末年始・祝日を除く）　午後１時３０分～２時３０分

〔会　場〕　福祉会館２階　会議室　・・・毎月第１・３・５火曜日　

　　　　　文化会館１階　会議室　・・・毎月第２・４火曜日　

〔対　象〕　町内在住の方

◆学びの広場　ホッとスペースちえの輪（無料）◆

　宿題の解き方を教え合ったり、時には仲間とイベント（季節の行事など）を楽しみなが

ら、ホッとできる居場所で一緒に学ぶことができます。随時、見学・体験参加を受け付け

ています。お気軽にお越しください。

【日　時】　毎週火曜日（年末年始・祝日を除く）　午後３時～５時

【会　場】　氷川小学校 １階応接室

　　　　　古里小学校プール棟　２階会議室　　※両会場をオンラインで繋ぎます。

【対　象】　町内在住の原則、小学生～中学生

　　　　　（中学校卒業～１８歳の場合はご相談ください）

※申込み・問い合わせは、西多摩くらしの相談センター　

　☎２５－３５０１

　ホームページ　http://kurashinosoudan.net/

西多摩くらしの相談センターからお知らせ

【給付Ⅱ】以下のいずれの要件も満たす方

○所得税及び個人住民税所得割ともに定額減税前税額がゼロ（本人として、定額減税の対象外であること）

○税制度上、「扶養親族」対象外（青色事業専従者・事業専従者（白色）、合計所得金額４８万円超の方）

　（扶養親族等として、定額減税の対象外であること）

○低所得世帯向け給付（R5 非課税給付等、R6 非課税化給付等）対象世帯の世帯主・世帯員に該当し

　ていない（一体措置の上で低所得世帯向け給付対象でないこと）

〔支給額〕

【給付Ⅰ】「令和６年分所得税および定額減税の実績額等が確定した後の本来給付すべき額」と

　　　　 「令和６年度に実施した定額減税補足給付（当初調整給付）の額」との差額

【給付Ⅱ】原則４万円（定額）

〔支給手続き〕

（1）対象となる方には、７月上旬以降にご案内を送付します。受給の要件等の内容をご確認いただき、

　同封の返信用封筒で申請願います。

　　申請内容を確認し、不備等がなければ返送から３～４週間程度で支給する予定です。

（2）給付金の対象と思われる方には、ご案内をお送りしますが、郵送した書類が宛先不明で返送され

　る場合等もありますので、対象と思われるのにご案内が届かない場合は、下記までお問い合わせく

　ださい。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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ご 注 意 く だ さ い ！『 熱 中 症 』　

～のどの渇きを感じる前にこまめに水分補給をしましょう！～

【熱中症】　

　熱中症は、日差しが強く、風が弱い、湿度が高いなどの暑い時に、体内の水分や塩分のバランスが

崩れることによっておこる症状をいいます。室内でも熱中症は頻繁に起こっています（気温が３０℃以

下でも発生します）。また、梅雨明けで急に暑くなった日などは要注意です！

　特に高齢者は、重症になると生命にも危険がおよぶため注意が必要です。

【熱中症の症状】

　めまい、手足のしびれ、頭痛、吐き気などです。高熱、意識がない（もう

ろうとしている）などの場合は、早めに受診することが必要です。

　短時間で重症化することもあります。

【熱中症にならないために】

　☆のどが渇かなくても、動いていなくても、定期的に水分を補給する（一日１．２リットルを目安に。

　　大量に汗をかいたときは塩分の補給も忘れずに）

　☆室内の風通しをよくして、高温多湿にならないよう、マスクは適宜はずす

　☆外を歩く時は、日陰を選び、直射日光を避ける（帽子や日傘などを使用し、涼しい服装で！マスク

　　着用時に負荷のかかる作業や運動は極力さけてください）

　☆睡眠を十分にとり、栄養補給をしっかり行う（熱中症の発症には、日々の体調が影響します。体調

　　が悪いときは無理せず自宅療養を）

【暑さに強い体づくり】

　熱中症の予防には日々の体調管理が大切です。また、適度に汗をかくことも大切です。運動（ウォー

キングなど）や入浴などで汗をかく習慣をつけておくことで発汗機能が働きます。（＊炎天下での運動

は服装や運動時間、水分補給などに注意しましょう。）

【風がないときは】

　空気が動かないと、気温が高くなります。室内ではエアコンや扇風機で風をつくり、外出時は扇子や

うちわがあると便利です。　　　　　　　　　　　※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

カ
ッ
ト

定額減税補足給付金（不足額給付）支給事業について
　デフレ脱却のための総合経済対策における物価高への支援として、令和６年度に実施された定額減税お

よび定額減税補足給付金に関連して、以下に該当する方に定額減税補足給付金（不足額給付）を支給します。

〔支給対象者〕

１月１日（基準日）時点で奥多摩町に住民登録があり、次の【給付Ⅰ】または【給付Ⅱ】に該当する方。

【給付Ⅰ】令和６年分所得税および定額減税の実績額等が確定したのちに、本来給付すべき額と、令和

６年度に実施した定額減税補足給付（当初調整給付）の額との間で差額が生じた方。

＜給付対象となりうる方の例＞

○令和５年所得に比べ、令和６年所得が減少したことにより、

　「令和６年分推計所得税額（令和５年所得）」＞「令和６年分所得税額（令和６年所得）」となった方

○こどもの出生等、扶養親族等が令和６年中に増加したことにより、

　「所得税分定額減税可能額（当初給付時）」＜「所得税分定額減税可能額（不足額給付時）」となった方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《次ページへ続く》
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